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松岡　荒* ･大路樹生** :北部北上山地El]老帯横木沢層からのジュラ紀中世放散虫化石の産出

Atsushi MATSUOKA and Tatsuo Ojl : Middle Jurassic radiolarian fossils from the Magisawa Formation

in the Taro Belt, North Kitakami Mountains

はじめに　東北日本の北上帯はその中央を北西一南東に

走る早池峰構造帯により,南西側の南部北上帯と北東側

の北部北上帯(広義)に分けられる.南部北上帯には,中

部古生界から下部白亜系までがほぼ連続的に発達し,古

くからわが国における中･古生界の標準地域の1つと

考えられている. 11万,北部北上帯(広義)の地層は,一

般に化石の産出に乏しく,年代的な位置づけについては

不明な点が多い.とくに下部白亜系官古層醇より下位の

砕層岩の年代に関しては,古生物学的証拠はほとんどな

い.今私　岩手県下閉伊郡田野畑村平井費周辺に分布す
まきさわ

る田老帯横木沢層の砕層岩より保存良好の放散虫化石を

兄いだしたので,その化石内容および年代について報害

する.これまで北部北上帯(広義)の大半は,西南日本外

帯の北方延長にあたるとみなされてきた.本論文では,

田老帯が外帯のどの部分に対応するのかについて若干の

考察を行う.

なお,田老帯の砕層岩からのジュラ紀放散虫化石の産

出については,竹谷･箕浦(1984)による略報がある

が,詳細については公表されていない.

地薯穐略　北部北上帯(広義)の中生界は北西-南東に走

る葛巻構造線および田老構造線によって西から北吾侶ヒ上

帯(狭義),岩泉帯,田老帯に区分される(吉田, 1968;

島津ほか, 1970;杉本, 1974).田老帯の構成岩類は,

トリアス系～下部白亜系の陸中層酔,それを貫く白亜紀

前期のカコウ岩歎およびそれらを傾斜不整合に覆う

Aptian-Albianの官古層群からなる(杉本, 1969,

1974;箕浦･対馬, 1984など).杉本(1969)は,陸中
こしd)ぐり

層群を下位から横木沢層.腰廻層,小本層,原地山層

に区分した.箕浦･対馬(1984)は,上記の横木沢層と

腰廻層とのなかにチャートから珪質泥岩･泥岩を-て砂

岩に移化する層序を認定し,チャート層下底をデコルマ

として構造的に累憂する3枚のヂコルマナップ(構造的

下位よりNappe I,NappeII,Nappe　を識別した.塞
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論文では,箕浦･対馬(1984)の見解にしたがい,杉本

(1969)の横木沢層と腰廻層を合わせたものを横木沢層

とよぶ.これまでに頼木沢層の珪質泥岩*,チャートよ

りそれぞれIateScythian, late Norianを示すコノドント

化石が報菖されている(豊原ほか, 1980).

平井賀周辺には様木沢層のNappe ltおよびⅢに相

当する部分が分布する(Fig. 1).調査地域の横木沢層は

逆転し,南西に傾斜する.また,この付近のNappeID

にはチャートはなく,瑳質泥岩部層がデコルマナップ下

部を,砂岩泥岩部層が同上部を構成している.

放散虫化石とその年代　21地点からの岩石試料をフッ

酸処埋したところ16地点の試料から放散虫化石が替ら

れた.そのうち種のレベルでの同定が可能であった個体

を含む, 7地点(Fig. 1の試料から産出した主要な放散

虫化石をTable lに示す. Locs. 1, 2の層準はNappe

H上部の砂岩泥岩部層の泥岩　Locs. 3-7の層準は

Nappe IE下部の珪質泥岩部層に位置する.

Fig-. 1. Geological map of the Magisawa Formation

in the Hiraiga area and fossil localities of radiola-

nans.

トリアス系チャーつ､の卜位に発達する珪暫粘土岩であると考えられ
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Table 1-　List of radiolarian fossils from the Magisawa Formation.

SpeciesrO3/1^K
lzj456

Tricolo¢spss conexa Matsuoka

Trl¢olocapsa(?) sp. aザf. fusiforwls Yao

GuexeJla nudata (Kocher)

Stichocapsa robusta Matsuoka

Stylocapsa oblongula Koche r

Styiocapsa lacrlnalis Matsuoka

Stylocapsa tecta Matsuoka

Protunuaa (?,ノ　ochiensls Matsuoka

tfsuua aaxieelll Pessagno

Dlctyoaitrella(?) kaaoensis M. & K.

Cinguloturrls carpatlca Dumitrica

Pseudodietyoaitra (?) sp. D
Sethocapss sp. cf. funatoensis Aita

十
+
+
+

+　+　+　+　+　+

+

+

+
++

+
+
+

十　十

Table lに示すようにTricolocapsa conexa Matsuoka

(Plate I-2)はすべての試料に含まれる.固定された種

のうちSlylocapsa lacrimalis Matsuoka, Stylocapsa oblan-

gula Kocher (Plate i -1 ) , Protunumai?)ochiensis MATSU-

OKA(Plate 1 -4), Guexella nudaね(Kocher)はその初出現

層準がTricolocapsa conexa帯の中･上部にあり,また,

Stylocapsa tecta Matsuoka(Plate 1 -3)は　T. conexa帯上

蔀から産出しはじめることが知られている(Matsuoka,

1983).また　T.conexa帯の上位の化石帯である

Stylocapsa(?) spiralis帯から出現しはじめると考えられ

ている種はまったく認められない.以上述べたことか

ら,各試料からの化石ま酎よT. cmexa帯中･ヒ蔀を指示

し,その年代はジュラ紀中世後期に位置づけられる

(Matsuoka & Yao, 1986).また, S. tectaを含む試料

(Locs. 1, 2, 7)については,その産出層準がT.conexa帯

上部に限定される.

前述したコノドント化石による年代資料を合わせて考

えると,箕浦･対馬1984)が認定したデコルマナッフ

の年代はトリアス紀古怪からジュラ紀中世後期にわたる

と考えられる.

考索　東北E]本の北部北上帯(狭義) ･岩泉帯の中生界

は,主として層相の比較から西南日本外帯の秩父帯(広

義)に対比され,その北方延長であるとみなされている

(島津ほか, 1970;吾乱1975など).しかし田老帯に

ついては,相当するものが西南日本外帯には認められな

いと言われている(吾軋1975).横木沢層の層相,地

質構造および今回明らかになった年代をもとに,田老帯

が西南日本外帯のどの部分に対応する可能性があるのか

を以下に考察する.

箕浦･対馬1984)が報告した横木沢層のデコルマナ

ップかもつ基本的な岩相層序は,南部秩父テレーンのト

リアス･ジュラ系斗賀野層群(松岡, 1984)およびその

相当層にみられるチャート･砕層岩シークェンスの層序

1990-3

For localities see Fig. L

M. & K∴ Mizutani & Kido.

(松軋1989)に一致する.また,横木沢層と斗賀野層

群の地質構造は,ともにデコルマナップあるいは牽瓦状

構造といった層序単位の構造的な積み憂なりで特徴づけ

られる･さらに,穣木沢層のNappe IIIの砂岩泥岩部層

の泥岩および珪質泥岩部層から得られた放数虫化石が示

す年代(ジュラ紀中世後期)は斗負野層群の同一岩相が占

める年代範囲(松岡, 1984)の中にはいる.以上述べた

ことから,穣木沢層且斗賀野層群およびその相当層に対

比することができる.

斗賀野層群およびその相当層は南部秩父テレーンの北

斗蔀を占め1つのサブテレーン(斗賀野サブテレ-ン;

松岡1986; Matsuoka & Yao, in press)を形成する.

ヒ記の地層の対比にもとづけば,田老帯はトリアス･ジ

ュラ系に関しては斗沓野サブテレーンの北方延長にあた

る可能性がある.
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Explanation of Plate

PlateI

1 : Stylocapsa oblmgula KOCHER (1 1964)

2 : Tricolocapsa conexa Matsuoka (1 1984)

3 : Stylocapsa tecta Matsuoka (11945)

4 : Protunuma(?) ochiensis Matsuoka (1 1901)

5 : Hsuum maxwelli PESSAGNO (12005)

6 : Dictyamitrella(?) kamoensis Mizutani & KIDO (1 1968)

7 : Cinguloturris carpatica Dumitrica (1 1974)

8 : Pseudodictyomitra(?) sp. D (1 1985)

9 : Stichocapsa robusta Matsuoka (12001)

10 : Tricolocapsa(?) sp. aff. T.(?) fusiformis Yao (1 1954)

ll : Sethocapsa sp. cf. S.funatoensis Aita (11952)

All specimens came from Loc. 1. Number in parentheses indicates the registered SEM film

number. 1,2,8,10, ll,X380;3,4,6,7,9,X250;5,X170.


